
本にまつわるイベントがあったり、ブックカフェがあったり、
2019年8月には図書館が移転オープンしたりと、何かと本の話題に尽きない伊予市。

今度のお休みは伊予市へ、ゆっくり読書にでかけてみよう。

1. 本に囲まれて、至福の読書タイム。　2. ドリンクのほかケーキセットやパンケーキもある。
3. 全面ガラス張りで、豊かな自然と一体化できる。
※ ウェルピア伊予とは、伊予市都市総合文化施設で、スポーツから宿泊まで可能。
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1. 本をテーマに人が集い、
　 つながる「いよ本プロジェクト」。
　 イベント情報はFacebookで公開。
2. いよ本プロジェクト代表 岡田有利子さん
3.4. 今は手に入らない貴重な
　     建築書などの蔵書が並ぶ「Biblio.AA」。
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019年8月にオープン。文化ホールと地域交流館、
図書館が繋がった複合施設。靴を脱いで上がれる

こども図書エリアや、親子トイレもあるので親子連れでも
ゆっくり過ごすことができる。IYOラウンジは、夜22時まで
開いていて飲食可。サイレントルームもあり、集中して勉強
や仕事をしたい方にもおすすめ。
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学校での読み語りボランティア募集をきっかけに
結成。「おばちゃんらが、やっているやつ、私もやって

みたい！」そんな一声から、「こども読み語り隊」も結成！
紙芝居をつくったり、発表会をしたり、双海地域事務所の
中に図書室をつくったり、本にまつわる積極的な関わり
から、子どもたちの自主性や発表の場が育っている。

小
ルピア伊予内にあるブックカフェ。地域の人から
寄贈された本が並ぶスペースで自由に過ごすこと

ができる。ドリンクやデザートのオーダーも可能。伊予
農業高校生と松山大学生がコラボしてつくった「びわ葉ミル
フラッペ」や、からだの中から温まる柚子やレモンの「食べる
お茶」がおすすめ。

ウェ

とつながる場所、人とつながる時間。本と人の輪
をつなげる」をテーマに、毎月1回のペースで集まり、

おすすめの本の紹介やミニ講演会、ワークショップ（まわし
読み新聞）など、本をキーワードに楽しい時間をすごす
ための活動をしている。私設図書館「みたにライブラリー
（Biblio.AA）」も開設している。

「本

09Iyo City

1. 上灘図書室は平日の9：00～17:00
　 開放されている。
2. 子どもたちがつくった紙芝居は、
    代々読み継がれている。
3. ふたみ読み語り隊 橋本千春さん

A Town of Books
You will find a new library and book café, as well as many book-related activities that take place here.

いよ      ゆめ　   　　 　　    　　　 かん

ふた  　み

洗練されたデザイン。
落ち着く空間。
子ども向けコーナーと一般
向けコーナーを分けていて、
子ども向けコーナーでは
読み聞かせができる。


